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インフルエンザ感染者急増





インフルエンザ感染拡大
•21日 東京都はｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行注意報発令

• これまで最も早い発令（1999年以降）

•9月に入っての学級閉鎖 207校（小138 中45など）

•埼玉県 ３週連続で増加 おおむね２倍のペース

• ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行注意報発令

•千葉県 関東で最高の１医療機関あたり14.54人

• ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行注意報発令

•幼児の急性脳症に注意 高齢者の重症化も



今日のニュースで目を引いたこと



•前に紹介したPFAS
問題

•桐朋の名が出ていた
ので驚く

•実際は男子校

•井戸に依存する水道
にPFASが混入の可
能性＞現在は停止

•一橋大では1か所は
取水停止



こんな表示が出たことはありませんか？





昨日の作業中に表示されたもの
•マイクロソフト ウインドウズ ウイルスアラート

•あなたのPCは海外からハッキングされています

•これを解決するためにはウインドウズサポートに連
絡してください

•無視していたら音声入りで再度表示

•これは巧妙に作られた偽のサイト

•電話をすると詐欺サイトに誘導されてしまいます







対策はされているのだが
•銀行側も対策をしている

•みずほダイレクトでは個人ごとにパスワードカードが
配布されていて６桁の数字の組み合わせで対応

•それを盗まれると悪用されてしまう

•現在ワンタイムパスワードに移行中

•銀行取引ごとにその場限りのパスワード発行

•個人のスマホやPCに送られる

•それを巧みに盗もうとするサイトを作っている



国際連合総会が開催される



国連総会
•年に１度の国連
総会が開催
•各国の代表が演
説を行う
•１日に40か国
•自国の暮らしや
問題を話題に
•岸田首相は核兵
器用物資生産禁
止を訴える





ゼレンスキー大統領が出席
•国連総会でゼレンスキー大統領は「本当に団結すれ
ばすべての国に公正な平和を確かにできる」と話す

•ロシアは核兵器をちらつかせ食糧やエネルギーを武
器にして世界を苦しめている

•国連総会ではのこの１年半、６回の対ロ決議案を議
決している

•2月のロシア軍即時撤退案には141の賛成があった

•しかし効果は出ていない

•全ての国が声を大きくして戦争を止めてほしい



国連総会の議場風景 空席が目立つ



ロシアの動き
•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領は国際司法裁判所から逮捕状
•ﾆｭｰﾖｰｸには行けず ラブロフ外相が出席
•ﾗﾌﾞﾛﾌ外相はBRICSを中心にｳｸﾗｲﾅ侵攻はﾈｵﾅﾁからﾛｼ
ｱ系住民を守るちう持論を展開
•ﾛｼｱこそ停戦を望んでいるのに欧米などがそれを阻止し
ている
•G20の共同宣言でロシア非難がなかったのはグローバル
サウス諸国のおかげ
•欧米の政策に不信感を持つｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｳｽ諸国は出席し
ないという行動に



各国の代表は
•今回安保理の常任理事国で首脳出席はｱﾒﾘｶだけ

•アメリカは武力による国土奪取は許されない

•ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ﾙﾗ大統領は貧困と飢餓について

•南ｱ ﾗﾏﾎﾟｰｻﾞ大統領は気候変動について

•ﾖﾙﾀﾞﾝ ｱﾌﾞﾄﾞﾗ国王は移民問題について

•ﾄﾙｺ ｴﾙﾄﾞｱﾝ大統領は自然災害について

•ウクライナ問題にも言及するがロシア批判せず

•武力ではなく話し合による解決策を探るべきと発言



安保理で改革を訴えるｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領



ゼレンスキー大統領の改革案
•安全保障理事会は機能不全に陥っている
•その理由は拒否権の行使である
•拒否権については安保理ではなく総会の場にゆだねる
べきである

•ラブロフ外相はｾﾞﾚﾝｽｷｰ氏の出席に疑義を出す
•安保理議長アルバニア・ラマ首相
•「あなたが戦争をやめればゼレンスキー氏がこの場に来
ることはない」と発言を制する



ゼレンスキー氏は結果をどう見る？
•昨年の国連総会ではリモートで参加 喝采を受ける

•今年の国連総会は体面で参加 会場は空席だらけ

•ロシアの戦争責任を追及し支援を叫ぶが反応は今一

•安保理でも十分な成果を得られなかった

•各国は自国の問題を優先しｳｸﾗｲﾅ支援は二の次

•アメリカ議会でも演説するがバイデン大統領は追加
支援を発表したが財源が底をつき議会の反応も今一

•十分な支援を得られず長期化する紛争をどうする？



国際連合の役割
•国際の平和及び安全を維持すること

•平和への脅威の防止及び除去と侵略行為等を鎮圧

•平和を破壊する紛争は国際法の原則に従って実現

•経済、社会、文化、人道的性質を有する国際問題を解決

•目的の達成に当たって諸国の行動を調和するための中心

•総会、安全保障理事会、経済社会理事会、国際司法裁判
所、事務局からなる ＋15の専門機関 各種基金・機関

•国連の象徴である事務総長 アントニオ・グテーレス



国際連合の機能不全
•第二次世界大戦後７８年 次第にその機能は低下

•安全保障理事会

•ｴﾙﾄﾞｱﾝ氏 安保理は安全保障の保証人ではない
わずか５か国の政治戦略の戦場になっている



•創立の時51か国の参加 ⇒現在193か国
•安全保障理事会の理事国はあまり増えず
•常任理事国の拒否権が正しく使用されているか



国際連合の機能不全
•第二次世界大戦後７８年 次第にその機能は低下
•安全保障理事会
•ｴﾙﾄﾞｱﾝ氏 安保理は安全保障の保証人ではない わず
か５か国の政治戦略の戦場になっている
•現在は国連以外の組織がある
•安全保障 AUKUS QUAD
•経済 ASEAN BRICS G７７（新興国 途上国） 等
•ｸﾞﾃｰﾚｽ氏
•今こそ世界的な妥協の時
•平和的な解決のためには前向きな妥協が必要



国際社会の分断化が進む
•国際協調を前提に明日の良き国際社会の創造がで
きなくなっている

•自国中心主義の広がり

• 自国の利益を優先し他国の意見を聞こうとしない

•民主主義国家の数が減少し絶対的権力を持つ政権
が数を増やしている

•政権の不安定なｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｳｽの国々は特にその傾
向が強い

•資源の偏在も問題になる



汚染大国の「強欲」で世界の温暖化対策に
遅れ＝国連事務総長
[国連 ２０日 ロイター] - 国連総会に合わせて２０日に１日限り
開かれた「気候野心サミット」でグテレス国連事務総長は、化石
燃料利権への「むき出しの強欲」が原因となって温暖化に対処
する時間が足りなくなっていると批判した。国連気候変動枠組
み条約第２８回締約国会議（ＣＯＰ２８）が１１月下旬から約２週
間、アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）で開かれるのを控え、強い危機
感を表明した。

グテレス氏は、化石燃料から再生可能エネルギーへの移行が
数十年遅れていると指摘。「化石燃料の既得権益者が強欲を
むき出しにし、われわれの足を引っ張り、腕をねじ伏せてきた。
こうして失った時間を取り戻さなければならない」と言明した。

グテレス氏は同サミットに、力強い気候変動対策を打ち出したと
評価した３４カ国の代表を発言者として招待した。

海面上昇で国土消失に直面するマーシャル諸島のカブア大統
領は「主要な（温室効果ガス）排出国が決断を怠ってきたため、
われわれは容赦ない大災害に備えなければならなくなった」と
訴えた。

・現在の地球環境の悪化
の原因は化石燃料利権
への強欲
・11月に始まるCOP28 に
危機感を示す
・再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰへの
転換の遅れが問題
・気温上昇、海面上昇、
旱魃と豪雨の顕在化など
に具体的な備えが必要



ナゴルノ・カラバフ問題が決着？



ナゴルノ・カラバフ紛争終結へ

•ｱﾙﾒﾆｱ人の住むﾅｺﾞ
ﾙﾉｶﾗﾊﾞﾌの領土問題

•ｱﾙﾒﾆｱ側の降伏で終
結へ



ナゴルノ・カラバフ紛争
•カラバフ地方の帰属問題

•先住民は誰

•①4000年前にｶﾌｶｽ・ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ができる

•②2200年前にｱﾙﾒﾆｱ王国ができる

•特にﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌにはｱﾙﾒﾆｱ人が多い

•ソ連による共産化によってﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌはｱﾙﾒﾆｱ人
による自治が認められた

•ｱﾙﾒﾆｱ人達はこの地をｱﾙﾒﾆｱにするよう訴える



ソ連からロシアへ
•ソ連時代 ｺﾞﾙﾊﾞﾁｮﾌがこの問題をうまく解決できず

•ｱﾙﾊﾞﾆｱとｱﾙﾒﾆｱの間で対立激化多くの被害者出る

•ソ連の解体によりソ連軍進駐でﾊﾞﾗﾝｽをとっていたﾅ
ｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌはソ連軍引き上げによって双方全面対立

•ｱﾙﾒﾆｱはﾄﾙｺと国境を接するためﾛｼｱは重要視

•ｱﾙﾒﾆｱに軍事支援を行う

•ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝは自国の石油天然ｶﾞｽをEUに輸出

•両国の対立は一進一退で継続していく



ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝは自国内の地域回復狙う

•ｱﾙﾒﾆｱ人は自国を守るという意識が高く戦闘にも意
欲的で優位に立つことが多かった

•ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ人は士気が低く戦闘にも意欲を欠いた

•ﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌの自治は継続されている

•ﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌ内にはｱﾙﾒﾆｱ軍と民兵組織が存在

•9月19日 ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ軍が民兵組織の解体とｱﾙﾒﾆ
ｱ軍の引き上げを目指して対テロ作戦を敢行

•１日でｱﾙﾒﾆｱ側は降伏し軍の撤退を宣言



ロシアの影響力は
•ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝは宗教的なこともありトルコが支援

•ｱﾙﾒﾆｱとﾛｼｱは同盟国

•ｱﾙﾒﾆｱはロシアの平和維持軍の行動に期待

•ﾛｼｱとしてはｳｸﾗｲﾅ侵攻でｱﾙﾒﾆｱを支援できず

•ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ側はﾛｼｱ平和維持軍を刺激しないよう
にしていたが実際には死者が発生 ＞陳謝

•EUやｱﾒﾘｶはｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝの軍事行動を非難

•今回の停戦で平和が訪れるとは考えられない



複雑な相互関係

EU
ｱﾒﾘｶ

支援

天然ｶﾞｽ

支援に不満

アメリカ

難民が
移住

ウクライナ

侵攻

武器輸出
経済制裁

石油天然ガス供給源

4月合同軍事演習

5月 ｱﾙﾒﾆｱはｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝに対してﾅｺﾞﾙﾉ･
ｶﾗﾊﾞﾌでのｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ側の主権を提案

ロシアはアルメニア・アゼルバイジャン
に外交での解決を提案



ロシアの影響力は完全に低下
•今回のｱﾙﾒﾆｱの停戦合意

•アルメニア政府自体は停戦の話し合いはしていない
といっているが

•ロシアはこの話し合いの仲介に当たったと強調

•実際にはロシアの存在感はない

•旧ソ連構成国のロシア離れは確実に進んでいる

•プーチン大統領が訪中を発表

• ＞何とか体面を保とうとしている



アルメニア国内では
•一方的な停戦合意を受け入れた現政権に国民は反
発している

•市内では反政府デモが起きている

•ロシアに対しても抗議をしている

•理由は十分な支援を受けることができなかったから

•ロシアは今回の仲介をしたと自画自賛

•ﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌに居住するｱﾙﾒﾆｱ人の去就が分からず

•周辺国との関係が今後どうなるか（ﾄﾙｺ ｲﾗﾝ）



G20首脳会議が行われた



•世界では多くの
問題を抱えている

•対G7 ＋新興国

•気候変動問題

•ｳｸﾗｲﾅ侵攻問題

•不安定な経済

•不足する食糧の
確保

•ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｳｽの存
在感を高める



G２０ 2023のポイント
•一つの地球
•世界経済、食料安全保障、気候・エネルギー、環境等について

• ｳｸﾗｲﾅにおける公正かつ永続的な平和を実現することの重要性

•一つの家族
•包摂的な成長、SDGs、保健等について

•一つの未来
•多国間システムの改革やデジタルについて



G20の共同宣言
•開催前には共同宣言なし
かと言われた
•G20の存在意義に繋がる
•習近平欠席 ｳｸﾗｲﾅ問題
•全回一致の原則
•ﾓﾃﾞｨｰ首相が妥協案を
•直接ﾛｼｱ批判をしない
•世界経済、公正な貿易、
気候変動対策等を確認



ロシア統一地方選挙



ロシア国内で統一地方選挙終了
•9月8～10日 ロシア国内各地方で統一地方選挙

•州や共和国など21の自治体で首長選

•20の自治体で議会選

•ｳｸﾗｲﾅ東・南部の４地域では市議会選挙も

•今後すぐに知事選を行う 2.9兆円の復興援助も

•特異な投票方法 ONLINE投票 透明な投票箱等

•結果は統一ロシアが圧勝 プーチン氏の支持母体

•来年3月の大統領選挙の前哨戦



違う意味での透明性の選挙
•ロシアの選挙

•政党や候補者は事前に国の方針を踏襲するものし
か認められず

•選挙管理委員会も国がチェック

•高い投票率 65〜80%

• 武装警官が投票箱を持って戸別訪問

• 投票先が周辺にわかるシステム

•統一ロシアの得票率 74〜83%



プーチン政権の基盤構築
•徹底した反プーチン勢力を抑え込む

•ワグネルの反乱 ＞揺らいだプーチン政権基盤

•統一地方選挙の圧勝で国民に政権基盤の安定をア
ピール

•与党としては戦時下で愛国心を鼓舞する

•内政の混乱を恐れる保守層の動員に成功

•来年の大統領選挙へのロードマップ完成



ロシアの国内状況はかなり厳しいはず
•プーチン大統領は国民に正しい情報を与えていない

•ｳｸﾗｲﾅ侵攻は短期間で終了するつもりでった

•ウクライナの東南部４州はクリミアと同様にロシア領
に編入（ｸﾘﾐｱの時には反発はなかった）

•侵攻から１年半以上が経つ

•死傷者数を発表していない

•国内産業の生産力の低下

• 反欧米の国からの輸入でなんとか支えている



ロシアの国内状況はかなり厳しいはず
•経済制裁はボディーブローのように効き始めている

•集積回路などの不足が最新兵器不足につながる

•旧式の武器を大量に使用している

•ワグネルの反乱も大きなポイント

•旧ソ連領だった国の協力が得られなくなっている

•中国も表立って協力はしてくれない

•北朝鮮が最も扱いやすい所ということになる

•金正恩を抱き込んでしまえ継戦能力何とかなりそう



戦後のことは考えられていないか
•以上のことを考えてみると大きな不安が生ずる

•ウクライナ侵攻の成果がどうであれロシアの国際的
な地位は低下する

•安保理の常任理事国としての立場が変化するかも

•国内産業の復興をどう考えるか

•国外に逃れている頭脳労働者の力は戻るのか

•国民が政府に対してどのような感情を持つのか

•そのかじ取りは本当に大変だろうと考える
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